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五
十
八

第
二
e

二
章
第
二
十
規
則

6.1.4
を
次
の
よ
う
に
改
め
、

6.1.4
の
次
に

6.1.5
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十

一
年
一
月
一
日
及
び
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
効
力
発
生
）

6.1.4

こ
の
規
定
の
要
件
は
、
二
千
十
年
一
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
二
千
二
年

七
月
一
日
以
後
か
ら
二
千
十
年
一
月
一
日
前
ま
で
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
は
、
従
来
適
用
さ
れ
て
い
た

6.1.4
の
要

件
（
決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
九
九
（
七
三
）
に
よ
る
改
正
を
含
む
。）に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
固
定
式
加
圧
水
噴
霧

装
置
を
備
え
る
場
合
に
は
、
当
該
装
置
の
作
動
に
よ
つ
て
甲
板
に
た
ま
る
多
量
の
水
に
起
因
し
て
復
原
性
が

著
し
く
不
利
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
次
の
措
置
を
と
る
。

五
十
九

第
二
e

二
章
第
二
十
規
則
の
次
に
、
第
二
十
一
規
則
、
第
二
十
二
規
則
及
び
第
二
十
三
規
則
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

第
二
十
一
規
則

海
難
の
基
準
、
安
全
な
帰
港
及
び
安
全
区
域

１

適
用

二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
で
あ
つ
て
第
二
e

一
章
第
二
規
則
５
に
定
義
す
る
長
さ
が
百

二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
又
は
三
以
上
の
主
垂
直
区
域
を
有
す
る
も
の
は
、
こ
の
第
二
十
一
規
則
に
適
合
す

る
も
の
と
す
る
。

２

目
的

こ
の
第
二
十
一
規
則
は
、
３
に
規
定
す
る
海
難
の
基
準
を
超
え
な
い
事
故
の
後
、
船
舶
が
自
走
に
よ
り
安
全
に

帰
港
す
る
た
め
の
設
計
基
準
を
定
め
、
ま
た
、
安
全
区
域
に
つ
い
て
の
機
能
要
件
及
び
性
能
基
準
を
定
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

３

海
難
の
基
準

火
災
と
の
関
連
に
お
い
て
、
海
難
の
基
準
に
は
次
の
も
の
を
含
め
る
。

.1

発
生
区
域
が
固
定
式
消
火
装
置
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
発
生
区
域
か
ら
最
も
近
い「
Ａ
」

級
周
壁
ま
で
の
損
失
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
「
Ａ
」
級
周
壁
は
、
発
生
区
域
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

.2

発
生
区
域
及
び
そ
の
隣
接
区
域
か
ら
最
も
近
い
「
Ａ
」
級
周
壁
ま
で
の
損
失
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

「
Ａ
」
級
周
壁
は
、
発
生
区
域
の
一
部
で
な
い
も
の
と
す
る
。

４

安
全
な
帰
港

火
災
の
損
害
が
３
に
規
定
す
る
事
故
の
基
準
を
超
え
な
い
と
き
は
、
船
舶
は
、
こ
の
章
の
第
三
規
則
51
に
定
義

す
る
「
安
全
区
域
」
を
確
保
し
つ
つ
、
帰
港
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帰
港
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
装
置
が
、
火
災
に
よ
つ
て
影
響
を
受
け
な
い
船
舶
の
場
所
に
お

い
て
引
き
続
き
作
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.1

推
進
機
関

.2

操
舵だ

装
置
及
び
操
舵だ

制
御
装
置

.3

航
行
装
置

.4

燃
料
油
の
給
油
、
移
送
及
び
供
給
に
関
す
る
装
置

.5

船
橋
、
機
関
区
域
、
安
全
セ
ン
タ
ー
、
消
火
チ
ー
ム
及
び
損
傷
制
御
チ
ー
ム
の
間
の
船
内
通
信
並
び
に
旅
客

及
び
乗
組
員
へ
の
通
報
及
び
招
集
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
船
内
通
信

.6

船
外
通
信

.7

消
火
主
管
の
管
系

.8

固
定
式
消
火
装
置

.9

火
災
及
び
煙
の
探
知
装
置

.10

ビ
ル
ジ
装
置
及
び
バ
ラ
ス
ト
装
置

.11

動
力
式
の
水
密
戸
及
び
準
水
密
戸

.12

5.1.2
に
掲
げ
る
「
安
全
区
域
」
を
補
助
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
装
置

.13

浸
水
探
知
装
置

.14

損
傷
制
御
の
取
組
に
不
可
欠
で
あ
る
と
主
管
庁
が
決
定
し
た
他
の
装
置

５

安
全
区
域

5.1

機
能
要
件

.1

安
全
区
域
は
、
原
則
と
し
て
内
部
区
域
と
す
る
。
た
だ
し
、
安
全
区
域
と
し
て
の
外
部
区
域
の
使
用
は
、

作
業
す
る
区
域
の
制
限
及
び
関
連
す
る
予
想
さ
れ
る
環
境
上
の
条
件
を
考
慮
し
て
、
主
管
庁
が
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

.1

旅
客
船

.1.1

隔
壁
甲
板
の
上
方
の
区
域
に
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、
甲
板
に
た
ま
つ

た
水
が
速
や
か
に
直
接
船
外
に
排
出
さ
れ
る
よ
う
排
出
口
を
設
け
る
。

.1.2.1

ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
旅
客
船
は
、
排
出
管
の
排
出
弁
（
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約

の
要
件
に
従
つ
て
隔
壁
甲
板
の
上
方
の
区
域
か
ら
操
作
し
得
る
積
極
閉
鎖
装
置
を
有
す
る
も
の
）
を

備
え
、
か
つ
、
船
舶
が
海
上
に
あ
る
間
は
開
放
し
て
お
く
。

.1.2.2

6.1.4
.1.2.1
に
規
定
す
る
弁
の
い
か
な
る
操
作
も
、
航
海
日
誌
に
記
録
す
る
。

.1.3

隔
壁
甲
板
の
下
方
の
区
域
に
お
い
て
は
、
主
管
庁
は
、
第
二
e

一
章
第
三
十
五
e

一
規
則
の
要
件
に

加
え
、
ポ
ン
プ
及
び
排
水
装
置
の
設
置
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
排
水
装

置
は
、国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、水
噴
霧
装
置
及
び
要
求
さ
れ
た
数
の
消
化
ホ
ー

ス
の
ノ
ズ
ル
の
合
計
容
量
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
ら
な
い
量
を
除
去
す
る
に
足
り
る
容
量
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
排
水
装
置
の
弁
は
、
消
火
装
置
の
制
御
装
置
近
傍
の
保
護

さ
れ
た
場
所
の
外
側
か
ら
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ビ
ル
ジ
だ
め
は
、

十
分
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
各
水
密
区
域
に
お
い
て
互
い
の
間
隔
が
四
十
メ
ー
ト
ル

を
超
え
な
い
よ
う
に
船
側
に
配
置
す
る
。

.2

貨
物
船
に
お
い
て
は
、
排
水
装
置
及
び
ポ
ン
プ
装
置
は
、
自
由
表
面
の
生
成
を
防
止
す
る
よ
う
な
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
排
水
装
置
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考

慮
し
て
、
水
噴
霧
装
置
及
び
要
求
さ
れ
た
数
の
消
化
ホ
ー
ス
の
ノ
ズ
ル
の
合
計
容
量
の
百
二
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
下
回
ら
な
い
量
を
除
去
す
る
に
足
り
る
容
量
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ビ
ル
ジ
だ

め
は
、
十
分
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
各
水
密
区
域
に
お
い
て
互
い
の
間
隔
が
四
十
メ
ー

ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
船
側
に
配
置
す
る
。
こ
の
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
付
加
重
量
及
び
水
の

自
由
表
面
が
復
原
性
に
及
ぼ
す
悪
影
響
は
、
復
原
性
資
料
の
承
認
に
当
た
つ
て
、
主
管
庁
が
必
要
と
認
め

る
程
度
ま
で
考
慮
す
る
。
こ
の
資
料
は
、
第
二
e

一
章
第
五
e

一
規
則
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
船
長
に
提

供
す
る
復
原
性
資
料
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6.1.5

す
べ
て
の
船
舶
に
お
い
て
は
、
閉
囲
さ
れ
た
車
両
積
載
区
域
、
ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
区
域
及
び
特

殊
分
類
区
域
で
あ
つ
て
固
定
式
加
圧
水
噴
霧
装
置
を
備
え
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す

る
指
針
を
考
慮
し
て
、
排
水
装
置
の
閉
塞
を
妨
げ
る
手
段
を
備
え
る
。
二
千
十
年
一
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ

た
船
舶
は
、
二
千
十
年
一
月
一
日
後
の
最
初
の
検
査
ま
で
に
こ
の
規
定
の
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。
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